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平成 27 年度(2015 年度) 第１回吹田市青少年問題協議会会議録(要旨) 

 

開催日 平成 27 年 8 月 24 日（火） 開催時刻 午前 10 時 55 分～11 時 30 分 

場 所 吹田市役所中層棟 4 階 第 4 委員会室 

出席者 
赤尾会長、永井委員、川上委員、四戸委員、香川委員、田原委員、永田委員、 

松井委員、前川委員、上茶谷委員、加藤委員、乾委員、西尾委員 

欠席者 小南委員 

事務局 

冨田学校教育部長、川下地域教育部長、今川地域教育部次長、前田青少年室長、中矢

青少年活動サポートプラザ所長、橋本こども部長、杉原子育て支援室参事、古田子育て支

援室主査、岡本子育て支援室係員 

傍聴者 ０人 

案 件 
１ 吹田市立子育て青少年拠点夢つながり未来館の事業について 

２ その他 

資  料 
次第 

吹田市立子育て青少年拠点夢つながり未来館の事業について 

会長 

 

事務局 

会長 

 

 

青少年活動ｻﾎﾟｰﾄﾌﾟﾗｻﾞ所長 

会長 

 

 

Ａ委員 

 

 

Ｂ委員 

地域教育部次長 

 

青少年活動ｻﾎﾟｰﾄﾌﾟﾗｻﾞ所長 

 

 

 

Ｃ委員 

 

 

 

  

ただいまより、青少年問題協議会を開催いたします。 

本日傍聴の方はいらっしゃいますか。 

いらっしゃいません。 

それでは、議事に入ります。 

案件1 吹田市立子育て青少年拠点夢つながり未来館の事業について、説明お願いいた

します。 

（説明） 

案件 1 吹田市立子育て青少年拠点夢つながり未来館の事業について説明がありました

が、ご意見ご質問ありますか。 

Ａ委員はゆいぴあの運営委員をされているのですね。 

オープンまでは夜 10 時まで開館している施設、それも青少年の居場所となる施設というこ

とで、近隣マンションからも心配されていましたが、いざオープンしてみるとトラブルも無く、

公共の場ができて感謝しています。 

ひきこもりの相談はどのくらいあるのですか。 

年間で約 300 名ぐらいが相談を利用されています。同じ方が何度か相談に来られるという

ことがございますので、相談件数ではなく、対象者が 300 名くらいということですね。 

相談の件数を年度別に申し上げますと、平成 23 年度 133 件、平成 24 年度 250 件、平成

25 年度 314 件、平成 26 年度 254 件です。青少年活動サポートプラザが社会的ひきこもり

ネットワーク事務局を担い、相談窓口として他の関係機関へ引き継いでいる関係で利用が

多くなっています｡ 

施設開館から 4 年経過して、利用者は増えているということですね。少子高齢化が進み、

私の住んでいる地区では利用が少ないということで、今年 3 月末に勤労青少年ホームが閉

鎖されました。吹田市の南部でこのような青少年拠点施設の開設は計画されていないので

すか。 

保護司会では 10 月に南千里庁舎の５階に更生保護サポートセンターを開所するのです
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が、月曜から金曜まで開けて待つのですが、利用があるのか心配です。ゆいぴあのことを

ぜひ参考にしたい。 

いま質問のあった件について、答弁ありますか。 

駅前という立地条件の良さで山田に開設しました。吹田市北部地域の施設ということでは

ありませんので、今のところ吹田市南部での開設予定はございません。 

会議等で利用させていただくことがありますが、食事されている利用者がありますが、喫食

が可能なスペースはどこですか。 

１階、３階のロビースペースでは飲食可能としています。各貸部屋の中ではできません。 

ケンカはありませんか。 

言い合いなどはありますが、目立ったケンカはありません。 

青少年相談ではどのようなものが多いですか。守秘義務の問題もありますから回答いただ

ける範囲で結構です。 

平成 26 年度における新規の相談件数の割合は子育ての相談が 25.２％、不登校が

19.1％、就労・進路が 14.5％、次いでひきこもりが 13.0％となっています。 

また、現地見学も企画してください。 

会議等でご利用いただいた際に見学してください。あるいは、お近くにお越しの際にお寄

りいただければ、ご案内いたします。 

青少年の居場所ということを常に考えています。吹田保護司会でもＢＢＳ会という活動をし

ております。10 年くらい前から吹二地区公民館でＫＩＫＯ活動、ＩＫＯ活動ということで、関西

大学の学生の皆さんにも会員になっていただいて、最近は３０名ぐらいが月 1 回集まって子

どもの居場所になっています。こういう活動が広がっていったらいいかと思います。また、私

どもの地区は吹一・吹六地区です｡５年以上になるのですが、市の危機管理室に登録して、

ＢＢＳ会や更生保護司会が一緒にいうことで、第３金曜日の７時半から９時まで緑の腕章を

つけてパトロールを行っています。ただ歩くだけなく、コンビニにいる子どもたちに声をかけ

ようという活動をしています。危険と思われるかもしれませんが、一応声をかけることにしてい

ます。「こんばんは｡おそいんちゃうか。」と声をかけると、「はたちです。」とか子どもたちが何

か言えば、「そうか気を付けて帰りや｡」と声をかけています。最近は（コンビニ等で）溜まって

いる子どもたちを見かけなくなりました。 

青少年問題協議会 3 年目｡今年も頑張りたいと思います。 

他にありませんか。 

（特になし。） 

事務局からはその他として何かありませんか。 

ありません。 

では、本日の吹田市青少年問題協議会を閉会します。ご苦労様でした。 

 


